




本年度より新しく開始された"小児の心身障害予防、治療システムに関する研究"は小児の

心身障害の発生予防、治療、並びに生活管理等に関わる種々の因子、この中には生活環境

の問題や運動がスムーズに行える様々な補装具の改善などを含めた幅広い施策を、子供の

病気の状態を考慮にいれて行うことは、その実態も含めて未だ充分検討されていない部分

も多いことから、特にこれらの因子による子供への影響を研究することを目的として発足

したものである。

構成は下記の 7班から成り、従来から種々研究され検討はされてきているが未解明の部分

の多い川崎病や SIDS 等の疾患に加えて、最近特に注目されている Death Education の本

邦におけるあり方、小児長期療養児等の心理的問題、生活管理、運動指導等の問題点と適

正な指導法の確立、更に小児の補装具使用者並びに介護者から見たより適正な補装具使用

のためなすべきことがらについて研究を進めて行った。各研究班の課題と分担研究者は以

下の如くである。


